
（各課様式１） 

予 算 要 求 資 料 

令和４年度当初予算   支出科目 款：総務費 項：企画開発費 目：国際化推進費 

事業名 新 岐阜県人会と連携した県内魅力発信事業費 

（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）  

   商工労働部観光国際局 国際交流課 国際交流係 電話番号：058-272-1111（内 3113） 

                        E-mail：c11345@pref.gifu.lg.jp 

 

１ 事業費 ４，２２９千円（前年度予算額：０千円） 

＜財源内訳＞  

区 分 事業費 

財    源    内    訳 

国 庫 

支出金 

分担金 

負担金 

使用料 

手数料 

財 産 

収 入 
寄附金 その他 県 債 

一 般 

財 源 

前年度    0 0 0 0 0 0 0 0 0 

要求額 4,229 0 0 0 0 0 0 0 4,229 

決定額 4,100 0 0 0 0 0 0 0 4,100 

 

 

２ 要求内容 

（１）要求の趣旨（現状と課題） 

令和３年５月に、国内外の岐阜県人会が加盟する岐阜県人会インターナシ

ョナル（通称：GKI）が設立された。GKI が主催する行事（世界大会等）を支

援することにより、世界の岐阜県人会同士の横のつながりを強化し、岐阜人

としての誇りや岐阜県の魅力を再発見し、世界各地において、岐阜県の魅力

を発信してもらう。 

 

（２）事業内容 

   GKI が主催する世界大会（記念式典、ワークショップ、スピーチ大会等）

を支援するとともに、県として体験交流ツアーやオンライン定例会（岐阜に

ついて学ぶ「岐阜学」の講義や各県人会員からの人生経験談の発表等）等を

実施する。 

 

（３）県負担・補助率の考え方 

県人会同士のネットワークを強化し、岐阜県への愛を深め、海外へ魅力を

発信することを効果的に行う GKI の活動に対する支援施策であり、県負担は



妥当。 

 

（４）類似事業の有無 

   なし 

 

３ 事業費の積算内訳 

事業内容 金額 事業内容の詳細 

委託料 1,286 体験交流ツアーの実施、オンライン定例会の開催 

補助金 2,800 世界大会の運営費助成 

その他 143 事務経費（旅費 102 千円、消耗品費 20 千円、役務費 5 千円、 

使用料 16 千円） 

合計 4,229  

 

 決定額の考え方  

 事業内容を精査し、所要額を計上します 

 

 

 

４ 参考事項 

（１）各種計画での位置づけ 

  岐阜県国際交流戦略 

   国際交流戦略に基づく分野別及び国・地域別交流の進め方 

    ２ 国・地域別交流の方向性 

 

（２）国・他県の状況 

  和歌山県、山口県、福岡県、鹿児島県、沖縄県においても、世界大会等を主

催、または共催して実施している。また、宮崎県においては、2023 年に第１

回を実施予定。 

 

（３）後年度の財政負担 

  今後も引き続き各県人会との連携強化を図り、岐阜の魅力を発信してもらう

ため、一定の財政負担は必要。 

 

（４）事業主体及びその妥当性 

  本事業を実施することで、岐阜の素晴らしさや価値を再発見し、海外に伝え

る効果が見込まれるため、県が一定の費用を支援することは妥当。 

 

 



事 業 評 価 調 書（県単独補助金除く） 
■  新 規 要 求 事 業  

□  継 続 要 求 事 業 

 

１ 事業の目標と成果 

（事業目標） 

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか 

 国内外の岐阜県人会が加盟する GKI と連携し、ふるさと岐阜の素晴らしさ

や価値を再発見してもらい、世界各地において、岐阜県の魅力を発信しても

らう。 

（目標の達成度を示す指標と実績） 

指標名 
事業開始前 

(R ) 

R2 年度 

実績  

R3 年度 

目標  

R4 年度 

目標  

終期目標 

（R7 年度） 

 

達成率 

①  外国人延べ宿泊者

数 

 29 万人 50 万人 70 万人 180 万人 16.1％ 

 

○指標を設定することができない場合の理由 

（これまでの取組内容と成果） 

令
和
２
年
度 

 

 

 

 

令
和
３
年
度 

令和５年度当初予算にて追加 

 

 

指標① 目標：＿＿ 実績：＿＿ 達成率：＿＿％ 

令
和
４
年
度 

令和６年度当初予算にて追加 

 

 

指標① 目標：＿＿ 実績：＿＿ 達成率：＿＿％ 

 

 



 

２ 事業の評価と課題 

（事業の評価） 

・事業の必要性（社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断） 
 ３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない 

(評価) 

 

 

・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか） 
 ３：期待以上の成果あり 

２：期待どおりの成果あり 
 １：期待どおりの成果が得られていない 
 ０：ほとんど成果が得られていない 

（評価） 

 

 

・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか） 
 ２：上がっている １：横ばい ０：下がっている 

(評価) 

 

 

 

（今後の課題） 

・事業が直面する課題や改善が必要な事項 

 GKI の活動が、一過性なものにとどまらず、継続的な活動を展開していく

必要がある。また、継続的な活動をするための人材や財政基盤の確保が必要。 

 

（次年度の方向性） 

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今

後どのように取り組むのか 

 引き続き、各県人会との連携強化を図り、岐阜の魅力を発信してもらう。 

 

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果） 

組み合わせ予定のイベント又

は事業名及び所管課 

 

【○○課】 

組み合わせて実施する理由や

期待する効果 など 

 

 

 

 

 

 

 



県 単 独 補 助 金 事 業 評 価 調 書 
 

■  新 規 要 求 事 業 

□ 継 続 要 求 事 業 

（事業内容）  

補助事業名 岐阜県人世界大会開催事業費補助金 

補助事業者（団体） 岐阜県人会インターナショナル（GKI） 

（理由）世界各国にある２５の岐阜県人会が加盟し、

世界と岐阜県を繋ぐ組織であるため。 

補助事業の概要 （目的）岐阜の素晴らしさを再認識し、国内外にアピ

ールするために開催する世界大会を支援するもの。 

（内容）記念式典、ワークショップ、スピーチ大会等

などの事業を展開する。 

補助率・補助単価等 定額・定率・その他 

（内容）２，８００千円 

（理由）事業費の７０％程度の支援を要請されている 

ため。 

補助効果 補助金の拠出によって、岐阜の魅力を世界へ発信す

ることができる。 

終期の設定 終期：令和４年度 

（理由）令和４年度のみ開催（次回以降の開催は未定） 

（事業目標） 

・終期までに何をどのような状態にしたいのか 

世界の岐阜県人会がさらに活性化し、岐阜の素晴らしさや価値を再発見し、

海外に伝える。また、岐阜の若者が、世界に目を向けるきっかけを作る。 

（目標の達成度を示す指標と実績） 

指標名 
事業開始前 

(R3) 

R2 年度 

実績  

R3 年度 

目標  

R4 年度 

目標  

終期目標 

(R6)  

 

達成率 

①  加盟岐阜県人会数 

 

25 － 25 26 26 100％ 

 

 

 H30 年度 R 元年度 R2 年度 

補助金交付実績 千円 千円 千円



（これまでの取組内容と成果） 

令
和
２
年
度 

 

 

 

指標① 目標：   実績：   達成率：  ％ 

令
和
３
年
度 

令和５年度当初予算にて追加 

 

 

指標① 目標：＿＿ 実績：＿＿ 達成率：＿＿％ 

令
和
４
年
度 

令和６年度当初予算にて追加 

 

 

指標① 目標：＿＿ 実績：＿＿ 達成率：＿＿％ 

（事業の評価） 

・事業の必要性（社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断） 
 ３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない 
(評価) 

 

 

・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか） 
 ３：期待以上の成果あり（単年度目標 100％達成かつ他に特筆できる要素あり） 

２：期待どおりの成果あり（単年度目標 100％達成） 
 １：期待どおりの成果が得られていない（単年度目標 50～100％） 
 ０：ほとんど成果が得られていない（単年度目標 50％未満） 

（評価） 

 

 

・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか） 
 ２：上がっている １：横ばい ０：下がっている 
(評価) 

 

 

（今後の課題） 

・事業が直面する課題や改善が必要な事項 
GKI の活動が、一過性なものにとどまらず、継続的な活動を展開していく

必要がある。また、継続的な活動をするための人材や財政基盤の確保が必要。 

（次年度の方向性） 

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今

後どのように取り組むのか 

第一回岐阜県人世界大会の開催結果を踏まえ、今後も成果が見込まれる場

合には、３年～５年に１回、同世界大会の開催を支援していく。 

 


